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株式会社クレハ　〒974-8686　福島県いわき市錦町落合16　☎0246-88-9154（研究所代表）（担当：プロセス開発研究所　星智広）Mail：t-hoshi@kureha.co.jp

　各社の新事業創出や既存
事業の成長・発展は、浜通

り地区に有形・無形の波及効果をもたら
すことが期待されます。弊社としても、
浜通り地区から世界に新技術を発信し、
その一翼を担うとともに、ともに成長で
きることを願い技術開発を進めてまいり
ます。

　原料ロスの回収を行うにあたり、関
連するプロセスの検討を行い最適化に
向けた課題を絞り込むことができまし
た。また副生成物の再資源化について
は、共存不純物の同定・定量を行い、
有用成分の分離・精製のための要素技
術の開発に移行できました。また廃棄
物となり得る副生成物の製品化処理技
術を考案し、効果的な手法であること
を見出しました。

　本技術の優位性により製造コストの
低減を図り更なる普及を促進し、弊社
いわき事業所における製造プラントの
増設が期待されます。その場合には、
生産活動のために 20名程度の雇用の
拡大が想定されます。また、省エネル
ギーに貢献する材料の世界的な生産拠
点として大きく成長するとともに、波
及効果として浜通り地区の経済活性化
にも貢献することができます。

　自動車等の輸送機器の軽量化による省エネルギー（燃費向
上効果）のために、年々、金属材料の合成樹脂への代替が進
んでおり、その価格、成形性や機械物性等の改良に伴い、今
後もその代替比率が高くなると見られています。本合成樹脂は、
堅調な需要増加が見込まれており弊社の基盤事業の一つであ
り、世界的な需要増加に合わせて生産量の増強を図り事業を
拡大してきました。事業化にあたり製造プロセスを自社開発し、
その後も継続して品質向上、製造コスト低減を図り競合他社に
劣らない技術力を有しています。本合成樹脂の原料は石油資
源由来であり、また製造の過程においても多くのエネルギーを
消費するため、総合的な環境負荷低減、省エネルギーの観点
からは、その使用領域だけではなく、製造においても環境負荷

を低減しかつリサイクル性を高めることが求められます。より
具体的には、合成樹脂の製造プロセスは、合成反応、分離・、
精製、原料・副資材回収など、さまざまな工程により構成され
ますが、各工程で一定量の原料ロスあるいは製品とならない反
応副生成物の発生を伴い、投入エネルギーを有効に使い切れ
ていないばかりか、目的としない反応副生成物の無害化・廃棄
処理にも多くのエネルギーを消費します。以上の観点から、製
造の過程でロスする原料を回収、リサイクルし、また副生成物
を価値のある形に変換し再利用するための効果的でかつエネ
ルギー効率の高い手法の開発が求められます。本技術の獲得
により、環境負荷低減、省エネルギー、低コスト化を実現し、
さらに競争優位性を高め事業を拡大することが期待できます。

　合成樹脂の製造プラントのロス原料の回収・リサイクルおよ
び廃棄物の再資源化・製品化技術により、環境負荷の低減、省
エネルギー、低コスト化が実現できます。
　また、低コスト化による普及拡大により、その使用領域であ
る自動車等の輸送機器の軽量化による省エネルギーにも貢献す
ることが期待されます。

　合成樹脂の既存の製造プロセスにおいて、原料の一部や
副生成物を効果的に再利用できず一定量の原料ロスや廃棄
物が発生します。さらなる事業拡大を見据えて、より環境
に配慮した製造プロセスの構築および低コスト化が望まれ
ます。

2019年度開始

実施期間
▼

2019年度～2021年度

実用化開発場所
▼

いわき市
合成樹脂の既存の製造プロセスにおいて、原料の一部や反応副生成物を効果的に再利
用できず一定量の原料ロスや廃棄物が発生しますが、それを効率的に回収、リサイク
ルすることにより、環境負荷を低減しかつリサイクル性の高い製造プロセスを実現で
きる技術を獲得します。

副生成物の回収・再資源化による環境
配慮型の合成樹脂製造プロセスの開発

低環境負荷・高リサイクル性の合成樹脂製造プロセスの開発

株式会社クレハ
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事業者の連絡先

研究（実用化）開発のポイント・先進性

株式会社菊池製作所　〒 979-1202　福島県双葉郡川内村大字下川内字宮渡 31　☎ 0240-25-8841（担当：川内工場　工場長 / 佐藤健一） Mail：kenichi.sato@kikuchiseisakusho.co.jp

川内工場　工場長　佐藤健一

(1)　本開発の実用化・事業化後に、
数年間の ｢環境配慮型ホットチャン
バー精密鋳造装置の拠点整備によ

る福島復興促進プロジェクト｣ の推進を計画し、
福島県内の希望する鋳造メーカ、部品メーカを募
り､ ホットチャンバー精密鋳造装置の販売、装置
の整備訓練を行い､ ネットワークを構築します。
(2)　小型電子機器の筐体生産に止まらず、ロ
ボット産業、廃炉事業、新エネルギー産業、リ
サイクル産業、医療機器産業等の各産業分野に
対し､ それぞれの部素材ニーズを把握して、こ
れらの産業全体にも部素材を提供する裾野産業
集積を構築します。

　初年度の基礎実験を踏まえて､
今年度は下記の成果が得られま
した。
(1)　セラミック部品の長寿命
化に資するセラミックの磨耗抑
制のためには､ 鋳造時の巻き込
み空気の侵入防止が効果的であ
ることを見出し､ 空気遮断弁設
置により達成した。
(2)　スマホ筐体の表面性状を
良好にする方策として､ 金型内
面へのカーボンコーティングが
有効であることを見出し､ 実湯
試験で検証した。

　小型電子機器の筐体生産に止まらず、
イノベーション・コースト構想が包含す
るロボット産業、廃炉事業、新エネルギー
産業、リサイクル産業、医療機器産業等
の各産業分野にそれぞれの部素材を提供
する裾野産業集積を構築します。
　これにより、幅広い産業への部素材供
給を担う産業が浜通り地域に形成され、
その経済的な影響は大きく、福島浜通り
で国内スマートフォン筐体の生産・供給
が実現すれば、年間数百億円、複数の産
業への部素材供給構造が実現すれば、そ
の数倍の経済効果が見込まれます。

下記の 2つの技術を開発します。
① 　 携帯用小型電子機器の筐体を年産数百万個単位で大量生
産可能な、超低環境負荷型ホットチャンバー精密鋳造装置

② 　 表面に自由な凹凸（リブ､ 突起等）を付与できる精密
鋳造プロセス技術によって製作された金属筐体

具体的には、
　① に関しては、射出機構の長寿命化を図るために、縦型改善
試作機(図1)を作製し､ その技術及び機械の性能評価を
行う。

　② に関しては、シミュレーションモデルを基にした精密
金型を作製し、実湯による検証を踏まえた技術開発を
行う。

3年後の開発目標は下記のとおりです。
① 　 超低環境負荷型ホットチャンバー精密鋳造装置：ショッ
ト数 15000 以上の達成

② 　スマホ金属製筐体：表面度 10～ 50μmの達成
　 　 売上は事業化初年度（令和 3年度）：2.75 億円、雇用：
5名を見込む。

　スマートフォン、タブレット等の携帯用小型電子機器用の筐
体はアルミニウム等の金属製であるが、金属塊から１つの部品
を削り出す切削加工（削り出し）で成形されているため､ 加工
時間が長く多量の電力を消費します。国内の筐体製造拠点の
国際競争力を維持・強化するために、電力消費量が少なく、加
工時間の短いホットチャンバーダイカスト技術を開発します。

実施期間
▼

2018年度～2020年度

実用化開発場所
▼
川内村

2018年度開始

図 1　縦型改善試作機 図 2　試作されたスマートフォン筐体

スマートフォン､ タブレット等の携帯用小型電子機器用筐体等の精密金属部品を、
従来の切削加工とは全く異なる、エネルギー ( 電力 ) 消費量 1/100 以下､ 加工時間
1/60 を達成できる､ 革新的な低環境負荷で量産可能なホットチャンバー精密鋳造技
術を開発します。

電力消費量 1/100以下､ 成形時間 1/60で
スマホ筐体製造可能な精密鋳造技術

環境配慮型革新的アルミニウム超精密成形技術の開発

株式会社菊池製作所
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